
 

 

 

 

１ 実習出発式 

  ９月１４日～１０月２日（金）までの３週間、高等部３年生は進路実現をかけた現場実習

に挑戦します。９月１１日（金）に行われた実習出発式では次のような話をしました。 

 

（１）腹をくくる（覚悟を決める） 

進路実現という大きな目標をつかみ取るための現場実習、進路実現をかけた現場実習

に覚悟を決めて取り組んでほしい。「腹をくくる。」ということ。 

迷いや不安がある人もいると思います。でもここに進路を決めるんだという強い覚悟を

決めて、不安や迷いを断ち切って、やれることを全部やるという気持ちで挑戦してほしい。 

夏休みが終わって、最後の現場実習を迎える皆さんの学習の様子を見てきましたが、心

配していました。挨拶や返事、授業の態度などを見て、大丈夫だろうかと。 

でも、実習報告会の様子を見て少し安心しました。真剣な表情、声や姿勢など素晴らし

かった。やればできるのに気持ちが緩んでしまうときがあります。３週間の現場実習です。腹

をくくって必死に、真剣に、ひたむきに取り組んでほしい。 

 

（２）凡事徹底 

君たち３年生はこの希望が丘に入学して、できることがたくさん増えている。２年生の時

よりも、最上級生になったことで何事にも真剣に取り組む姿が多くなったように思います。 

「凡事徹底」、できることをやり抜くこと、いつでもどこでも、誰にでも徹底してやってほし

い。できないことをできるようになってほしいということではありません。 

皆さんが学校でできるようになった「挨拶」や「返事」など、学校でできるようになったこ

とは、現場実習先でも徹底してやり抜いてほしい。 

そして「体調管理」にも徹底して取り組んでほしい。睡眠を十分にとる、食事をしっかりと

ることはとても大事です。夜遅くまでゲームをして翌日体調を崩すことがないように。 

  気分が向いた時だけする、会社の人が見ている時だけする、気分が乗らない時にはしな

い、といったことではだめです。「凡事徹底」」できることをやり抜いてほしい。いつでもどこ

でも誰にでも徹底してやってほしい。最後に紹介した言葉があります。 

   心が変われば 行動が変わる 

   行動が変われば 習慣が変わる 

   習慣が変われば 人格が変わる 

   人格が変われば 運命が変わる 

 心と行動が変わることで、皆さんの進路実現という運命が変わります。 
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